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Ⅰ．はじめに
　現在，約２００校もの看護系大学が存在する中，歴
史と伝統のある千葉大学看護学部がこれからも
リーディング大学として存在し続けるためにはど
のような活動が必要なのか，その課題に学生と教
職員が一緒になって取り組んだ４年間のプロジェ
クトについて報告する．本プロジェクトは，平成
２０年度千葉大学内に設置された学術総合推進室に
おいて，学長特別補佐として「千葉大学のブラン
ド化推進戦略」を提示したことに端を発する．そ
の主旨は，千葉大学の真の実力を知り，千葉大学
の学生であること，教職員であることを誇りに思
い，世界有数の大学であることを自他共に認める
状況を創り出すことである．ブランド化を図る試
みは，「底力宣言！千葉大学」を後押しするものと
もなり，個性輝く，活力ある大学づくりに貢献す
ると考えた．
要　旨
　本実践報告は，平成２０年度学長特別補佐企画として取り組み，平成２１年度より継続して実施した千
葉大学看護学部のブランド力強化の取り組みの報告である．
　平成２０年度にブランド化とは何かについて検討し，「つなぐ！」をコンセプトとした「千葉大学看
護学部の底力宣言－つなぐ！ 看護学の知，絆，礎－」を策定した．また，ブランド化のビジョンを
達成するために３つの目標（目標１：つねにより高きものを目指すナース・サイエンティストの育成，
目標２：フロントランナーとしての知の「創出・統合・発信」，目標３：個人，地域，日本，アジア，
世界のそれぞれに力点をおいたパイオニアへ）を掲げた．
　平成２１年度からは，看護学部ブランド化プロジェクトを組織し，上記の３つの目標を達成するため
に５つのプロジェクトチーム（ユニフォームプロジェクト，つなぐ名刺フォーマットプロジェクト，
ホームページ作成プロジェクト，医学部附属病院就職者との連携プロジェクト，学生による大学づく
りプロジェクト）を組織した．メンバーには看護学部の教員，職員，学生（学部生，大学院生）およ
び卒業生・修了生が参加した．
　歴史と伝統のある千葉大学看護学部がこれからもリーディング大学として存在し続けるために，
看護学部を構成する教職員および学生（学部生，大学院生）が一緒になって，「看護学部のブランド
化」というテーマを考え，さらにプロジェクトとして行動したことによってお互いの絆が深まって
いったように思われる．また，看護学部の組織の中に在校生と卒業生，附属病院との連携が構築され
つつあると感じる．
　本取り組みは，今後大学がビジョンの実現に向けてアクションを起こす一つのモデルを提示する
ものと考える．
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Ⅱ．実践内容および結果
１．検討の経緯および企画書の作成
　本企画を推進するにあたり，看護学部教職員５
名と大学院生１名からなるワーキンググループ
（以下，WG）を設置した．メンバーは学部の在り
方を多角的に検討できるよう，職位の異なる教員，
事務職員，ならびに大学院生を含めた．
　WGメンバー：正木治恵（教授），田中裕二（准
教授），鈴木明子（助教），山田洋子（助教），鈴
木守（事務長），望月良美（看護学研究科博士後
期課程１年）
　WGメンバー間でブランド化のイメージを参考
資料１，２）をもとに共有した後，「Ⅰ．ブランド化の
コンセプトは何か」，「Ⅱ．ブランド普及のための
手段と方法」について平成２０年８月～平成２１年３
月に計１０回のWGを開催し，検討した．その検討
内容を看護学部教員懇談会（１１月１９日開催）にて
発表し，教員より意見を聴取した（質疑とアン
ケート記載）．その学部内の意見ならびに学長を
はじめとする学術総合推進室委員の意見を参考に
再度検討し，企画書（案）を作成した．
２．企画書（平成20年度作成）の内容
　企画書は，コンセプト（何を言うか），ビジョ
ン（これから何が起こるのか），目標（何をすべ
きか），戦略：（いかにしてその目標を達成するか），
戦術：（手段　いかに提供するか），行動計画：（実
現に向けたアクション）から構成されている（図
参照）．以下に，企画書の概要を記載する．
１）コンセプト：（何を言うか）
　「つなぐ！」をコンセプトとした「千葉大学
看護学部の底力宣言－つなぐ！ 看護学の知，
絆，礎－」を策定した．
２）ビジョン：（これから何が起こるのか）
　千葉大学看護学部は，１９７５年に国立大学唯一
の看護学部として開設された．当時看護系大学
は１０校のみであったが，３０年を経た現在，その
数は１６８校となり，数年内に２００校を越えること
が予測されている．現在，受験生人口は減少し
ているのも関わらず，看護系大学だけは毎年新
設され，受験生の獲得が激化するなど，当学部
が置かれている状況は発足当時から大きく変化
した．これらのことから，今後は他大学との違
いを明確にし，独自性を積極的に示すこと，ま
たそれを広く社会に浸透させていくことが求め
られる．
　そこで本企画では，「つなぐ！」をコンセプト
の柱として，７つの「つなぐ」（図参照）を行う
ことで看護学の知を創出し，それぞれの絆を強
め，「つなぐ」ことのできる人材としてナース・
サイエンティストの育成を礎とすることとした．
３）目標：（何をすべきか）
　上記ビジョンを達成するために，下記の３つ
の目標を掲げた．
　目標１．つねにより高きものを目指すナー
ス・サイエンティストの育成
　目標２．フロントランナーとしての知の「創
出・統合・発信」
　目標３．個人，地域，日本，アジア，世界の
それぞれに力点をおいたパイオニアへ
３．ブランド化プロジェクトの活動内容
１）「千葉大学看護学部の底力宣言」のリーフレッ
ト作成
　平成２０年度にブランド化について検討し，
「つなぐ！」をコンセプトとした「千葉大学看護
学部の底力宣言」を平成２１年４月に発信した．
ブランド化のビジョンを達成するために３つの
目標を掲げたが，目標１の「つねにより高きも
のを目指すナース・サイエンティストの育成」
のためには，ポテンシャルの高い受験生を確保
することが重要となる．そのために，看護学部
のビジョンを達成するための目標を示したリー
フレットを作成し，高校訪問やオープンキャン
パスなどで配布し，広報することが重要である
と考えた．平成２１年４月に第１版を作成し，学
部学生および大学院生，新入生（学部および大
学院）に配布した．また，教員が高校訪問する
際やオープンキャンパスなどでも配布した．毎
年，学部卒業生数や看護学研究科修了生数が増
加するため，その部分を修正した新しいバー
ジョンを作成し，平成２４年４月には第４版を作
成した．
２）ブランド化を推進するためのプロジェクト企
画・運営
　教職員および学生（大学院生，学部学生）を
メンバーとした「看護学部ブランド化プロジェ
クト」を平成２１年度から組織し，各プロジェク
トが上記のビジョンを達成するための活動を開
始した．次に，各プロジェクトの活動内容の概
要を示す．
　（１）ユニフォームプロジェクト
　教員：岩瀬靖子（助教），
　　　　佐藤賀子（助教；～平成２２年３月）
　学部学生：筒井愛実，葛原冴香（平成２１年度～
　　　　　　平成２３年度（平成２４年３月卒業））
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図　千葉大学看護学部のブランド化企画書（平成20年度作成）（抜粋）
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　これまで看護学部の実習ユニフォームは，毎年
１年次生のユニフォーム委員を中心に検討し，そ
の学年のユニフォームを作成していた．しかしそ
の従来の方法では，ユニフォーム委員となった学
生の負担が大きく，看護学部として統一されたユ
ニフォームがなかった．そこで、学部学生からの
提案により、統一したユニフォームを作成するこ
とで千葉大学看護学部をアピールしようと，平成
２１年度から検討を開始した．８月２５日に学内で打
ち合わせをし，その後，教員および学生がユニ
フォーム製作会社を訪問し，ユニフォーム案の検
討を行った．９月１７日にはユニフォームにつける
看護学部ロゴマーク（オレンジ色）が完成した．
２回の教員懇談会（１０月１４日，１２月２日）を開催
し，実際のユニフォーム案を提示し，教員から意
見を聴取した．また、在学生にも投票による意見
聴取を行い、最終案を決定し，平成２１年度入学生
から使用を開始した．また，看護学部ロゴマーク
を紺色にした教員用ユニフォームも作成し，学生
と教員が一体感を持って実習に臨めるように配慮
した．平成２２年１２月にはユニフォーム購入マニュ
アルを作成した．
　（２）つなぐ名刺フォーマットプロジェクト
　教員：髙橋良幸（助教），
　　　　東本裕美（助教；～平成２２年３月），
　　　　田中裕二（准教授）
　学部学生：田﨑裕美（平成２２年度～）
　事務：鈴木守（事務長；～平成２２年３月），
　　　　伊原一成（～平成２２年９月３０日），
　　　　高坂達也（平成２２年９月３０日～平成２３年
　　　　　　　　　９月３０日）
　ブランド化を推進するためには我々の活動や姿
勢を看護学部以外に広く知らせていくことが必要
である．そのためには，まず初めて会った人と交
わす名刺に「看護学部の底力宣言」を掲げ，看護
学部に関わるすべての者がこれを強く意識できる
統一した名刺フォーマットを作成する必要がある
との意見が出された．また，高校訪問時にこの名
刺と学部紹介パンフレットを用いて説明すること
で，看護学部が一致団結して活動していることが
アピールできると考えた．既に千葉大学の統一し
た名刺フォーマットが存在していたため，それを
ベースに，「看護学部の底力宣言」を組み合わせた
フォーマットを検討した．平成２１年度早々に業者
に名刺（案）の作成を依頼し，第３回プロジェク
ト会議（６月５日）で業者より提示された案につ
いて意見交換を行った．最終的には，２種類の
フォーマット（エクセル版，ワード版）を作成し，
看護学部ホームページの学内専用ページからダウ
ンロードできるとともに，名刺作成業者にも依頼
できるようにした．平成２３年度には学生用フォー
マット（大学院生用，学部生用）も作成し，看護
学部ホームページからダウンロードできるように
した．
　（３）ホームページ作成プロジェクト
　教員：小宮浩美（助教；～平成２３年３月），
　　　　藤田水穂（助教），田中裕二（准教授）
　事務：伊東光一（平成２２年１０月～）
　ブランド化プロジェクトの具体的な活動内容や
進行状況を発信するためにホームページを作成し
た．看護学部ホームページのトップページに，
「あなたの看護のイメージ間違っていませんか？」
というタイトルのバナーを設置し，看護学部ホー
ムページからアクセスしやすいように配慮した．
内容は，「底力宣言って何？」，「底力宣言！」，７
つの「つなぐ」の９つのカテゴリーとした．平成
２３年度には，教員と学生との連携を強めるために，
「教員と学生とのリレーブログ」や「先輩からの
メッセージ」を掲載した．
　（４）医学部附属病院就職者との連携プロジェクト
　教員：正木治恵（教授），
　　　　鈴木明子（助教；～平成２４年３月），
　　　　石橋みゆき（講師；平成２２年度），
　　　　渡邉美和（助教；平成２２年度～）
　卒業生：屋久裕介
　　　　　（医学部附属病院；平成２３年度～）
　千葉大学医学部附属病院に就職した本学部卒業
生とのネットワーク作りに着手した．具体的には，
本学部卒業生が大学院看護学研究科博士課程への
進学を促進するために，平成２１年度は大学院説明
会を本学部で開催した（平成２２年２月９日）．平成
２２年度以降は，卒業生が参加しやすいように大学
院説明会を医学部附属病院で実施した（平成２２年
６月３０日（水），平成２３年６月２９日（水），平成２４
年６月２７日（水））．
　また，附属病院勤務の卒業生と在校生および教
員との絆を深めるために年１回の交流会「千葉大
学看護学部卒業生，医学部附属病院就職者と看護
学部教員・学生の集い」を看護学部講義・実習室
で開催した（平成２３年１月１８日（火），平成２３年１１
月８日（火），平成２４年１２月１８日(火)）．
　（５）学生による大学づくりプロジェクト（学生
会との連携）
　学部学生：筒井愛実，葛原冴香；拝田一真，
　　　　　　清水麻由，田﨑裕美（平成２２年度～）
　事務：鈴木守（事務長；～平成２１年度），
千葉大学大学院看護学研究科紀要　第３5号
－41－
　　　　礒野敏和（事務長；平成２２年度～２３年度）
　　　　岩井正明（事務長；平成２４年度～）
　亥鼻祭における学生による受験相談の開催，平
成２２年度には秋季オープンキャンパスとして看護
学部教員による受験相談も実施した（１１月６日
（土），７日（日））．
　平成２３年７月１１日（月）のプロジェクト会議は，
「平成２３年度第３回拡大ブランド化プロジェクト
会議－学長・学部長と学生との懇談会－」とし，
齋藤学長を迎え，看護学部教職員および学生が参
加し，種々の意見交換を行った．内容としては，
「１．看護学部ブランド化プロジェクトの紹介」，
「２．学生からみた魅力的な授業とは何か」，「３．
カリキュラムや授業への要望」，「４．学生と教職
員が一体となって取り組む活動」であった．
Ⅲ．考　　　察
１．企画書の作成
　企画書を作成することによって，これから当看
護学部がどのようなビジョンや目標をもって行動
していくかという指針が明確になった．
２．「千葉大学看護学部の底力宣言」のリーフレッ
ト作成
　看護学部のブランド化の行動目標を「千葉大学
看護学部の底力宣言」のリーフレットにまとめる
ことで視覚的に訴え，わかりやすくなったと思わ
れる．また，高校訪問やオープンキャンパスなど
で配布することで千葉大学看護学部の今後の方針
が理解されることに役だった．在校生の発言から
も，目標１の「つねにより高きものを目指すナー
ス・サイエンティストの育成」という目標が理解
されていると考えられる．
３．ブランド化を推進するためのプロジェクト企
画・運営
１）ユニフォームプロジェクト
　このユニフォームを初めて着用した学生が，
「ユニフォームにより千葉大学看護学部の学生
であるという実感と同じユニフォームで頑張っ
ている学生との仲間意識から、気が引き締まる
思いと安心感が得られた」という意見が聞かれ
た．また，先輩たちの実習で感じた不便さを改
善したユニフォームにしたことで，学生間のき
ずなが強まったように感じられた．
２）つなぐ名刺フォーマットプロジェクト
　これまで看護学部として統一した名刺フォー
マットがなかったが，このフォーマットを作成
することで看護学部構成員としての共通意識が
もてたのではないかと思われる．
３）ホームページ作成プロジェクト
　看護学部ブランド化プロジェクトの活動内容
を卒業生や修了生，また一般の方々に看護学部
がどのような目標を持って進んでいくのかにつ
いて理解を促したのではないかと考える．
４）医学部附属病院就職者との連携プロジェクト
　看護学部教職員および在校生と千葉大学医学
部附属病院に就職した卒業生との連携を深める
ことで，卒業生が大学院受験を積極的に考える
ようになり，また看護学部と附属病院との連携
をさらに強めていこうとする意識が芽生えてき
たように思われる．
５）学生による大学づくりプロジェクト（学生会
との連携）
　今までは教員と学生という独立した立場で
あったが，このプロジェクトを通じて，教員と
学生の一体感が生まれ，お互いが協働して看護
学部を発展させていこうとする意識の醸成につ
ながったのではないだろうか．
Ⅳ．ま　と　め
　今回，看護学部を構成する教職員および学生
（学部生，大学院生）が一緒になって，「看護学部
のブランド化」というテーマを考え，さらにプロ
ジェクトとして行動したことによってお互いの絆
が深まっていったように思われる．また，看護学
部の組織の中に在校生と卒業生，附属病院との連
携が構築されつつあると感じる．
　大室らは千葉大学看護学部創設にかかわった
方々へのインタビューから，創設の経緯を示した
３）。今回のブランド力強化の取り組みは，本学部
創設の目的を確認することから始まった。現在国
立大学に求められている各学部のミッションの再
定義は，これまでの実績を評価しつつ，今後に向
けて果たす役割を明確化していくことである．本
稿で報告した取り組みは，ミッションに基づくビ
ジョンの実現に向けてアクションを起こす一つの
モデルを提示するものと考える．
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